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退蔵院 四ヽ J揚

太泰天神川

嵐電天神川 1嵐電(京福)嵐 山本線
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」R嵯峨野線「花園駅」より北東へ徒歩約7分、嵐電(京福)北野線「妙心寺駅」より南へ徒歩約10分

京都市バス91・ 93号系統「妙心寺前Jバス停より徒歩約3分

特別拝観 ※予約制

法話、坐禅指導 ※予約制

お抹茶

10名 以上で受付 約 30分
方丈内・元信の庭・瓢鮎図のガイド付き特別見学

20名 以上で受付 約 1時 間

坐禅の方法や意義についての説明と体験

一月及500円 (国宝 瓢鮎図を模した茶菓子付き)

売店にて随時受付。10名 以上の団体の場合は事前予約可能

春 ,椿 笏 下旬～4月上旬  夏~ 
紅しだれ桜 4月上旬～4月 下旬

藤 4月 中旬～5月 上旬

山吹 4月 中旬～5月 上旬

さつき 5月 中旬～6月 上旬

紫陽花 6月 上旬～6月 下旬

沙羅双樹 6月 中旬～6月 下旬

睡蓮 7月 上旬～8月 下旬

蓮 7月 上旬～8月 上旬

桔梗 8月 上旬～8月 下旬

|。 鷲子R■醒旬
14卜 |さ ざんか 12月初旬～1月下旬

梅 2月 下旬～3月 中旬

臨済宗 大本山 妙心寺 退 蔵 院
〒616-8035京者「市右京区花園妙心寺町35 TEL 075(463)2855 FAX 075(463)2575

拝観時間 9:00～ 17:00 http:〃www taizoin com/
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下鉄東西

Taizo― in Zen Buddhist Temple
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目指定。重要丈イヒ財 (堂内追常非公開)

o方丈体堂)

倹1豪・宮本武蔵も

修 行 をした精 神 修 養 の場

応仁の乱後、1597年 に再建さ

れた方丈。禅と剣の道には精

神的な共通点があり、江戸期

には宮本武蔵もここに居して

修行に励んだと伝わりま丸

史跡名勝・

枯山水庭国

目指定・重要丈イヒ財

●袴腰の
大玄関

日本最きの水墨凸 (Ⅲ拙筆)

方丈では、禅の公案 (修行のための問題)の

「瓢 6HE図 Jを 日にすることができます。

小さな瓢箪で大きななまずをいかに捕えるか一 という禅の問題で、

一見、不可能とも思えるこの問いかけに

あなたならどのような答えを思い浮かべますか ?

悟 りの不可思議を描いた図上には、

京都五山の高僧31人の賛 (回 答)が並びま現

ひ ょ う ね ん ず

②国宝瓢鮎図
嗚信餃一冗０

白砂と石俎で表現された

祥庭の観念的な世界

室町期の画聖・狩野元信が作庭した

枯山水庭園。庭の背景には常緑樹を

主に植え、 ^年中変わらぬ「不変の美J

を求めたものと考えられています。

JJ丈前に瓢鮎図 (模本)がございます

j重常拝観では方丈脇よりご覧いただけます



昭和の名園・池泉口逹式庭園

0余春苑
四季 の彩 りが美 しい昭か の名庭

なだらかな勾配の「余香苑」は造園家の

中根金作氏によって設計され、昭和40年

に完成後、昭和の名庭と謳われるまでに

成長しました。桜、蓮、楓なa一年を通し

て華やぐ庭園の中心には瓢鮎図にちなみ

ひょうたん池が配され、池のせせらぎや

水琴窟、鹿威しの音色が響きま現

とヽユ
⇔窟

０
議琴

つ
い水

０

0茶席大休庵
庭 園 をのぞむ優 雅 な休 ′感を

余香苑の奥にある茶席では、庭園を

鑑賞しながら抹茶をご賞味いただけ

ます。退蔵院特製の茶菓「瓢鮎菓

子Jと ともにどうぞ一服、ごゆっくり。

迪常非公開

0囲 い の 席 (か くれ茶室)

参禅を大切にする妙心寺で、茶道が

禁じられた時代に造られた茶室。

一 ‐行き道

一■ 帰り道

枯山水庭日

0陰陽の庭
敷砂 の対 た と石 使 いの調 わ

敷砂の色が異なる2つ の庭は、物

事や人の心の二面性を伝えていま

す。陰の庭に8つ、陽の庭に7つ、

合計15の石が配されておりま丸

← 妙′む寺南門 (JR花 園駅)

妙′む寺光門 (京福妙′む寺駅)→

佛殿・法堂 (雲 i邑 図)→

余香苑の春、訪れる者を迎える見事な紅しだれ桜

0恭席大体庵

0采靭
と`

初夏のひょうたん池と蓮 凛とした空気の雪の朝

晩秋にはモミジの紅も格別 ○｀


